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研究成果の概要：長期入院の統合失調症患者において心理テストを使用し静穏化の起こる 10

年を目安とし、10 年の経過を検討した。その結果、統合失調症患者では、10年後になると、描

画特徴における活動性が低下し、整合性が増加した。また、診療録、看護記録からの情報を描

画特徴と関連させて症例を検討してみると、改善指標としては、描画の断片化が空間構成のあ

るものへ変化すること、増悪指標としては空間構成が貧困化することと考えられた。 
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１．研究開始当初の背景 

これまでほぼ１０年にわたって心理テス

トを定期的に実施してきた。実施者の延べ人

数は３７１名となった。これらの内訳をみて

みると、心理テストの実施回数は１回が１１

８名、２回が５５名、３回が３２名、４回が

３７名、５回が２４名、６回が１８名、７回

が２４名、８回が１８名、９回が１３名、１

０回以上が３２名であった。この数字が示す

ことは、多くのものが心理テストを１回だけ

受けているということである。つまり多くの

患者は比較的速やかに退院するので２回目

以降の心理テストを受ける機会がない。しか



し、場合によっては、入退院を繰り返すもの

がいる一方で入院が長期化してゆくものも

多い。１０回以上心理テストを受けた者の人

数は全体の 8.6％であった。 

 こうした心理テストの集計はあるものの

10 年間にわたってその結果を検討したもの

は見当たらない。長期経過について心理テス

トで追跡することは、臨床心理学的に価値の

高いものと考えられた。 

 

２．研究の目的 

静穏化の起こるという 10 年をひとつの目

安とし、10 年間以上の間隔で、心理テストの

ひとつ描画テストが得られているものにつ

いて、２つの時期で変化がみられるかどうか

検討することにした。また、10 年経過したも

のについて、描画テストの描画特徴が、患者

の認知機能（記銘力検査）や心身の状態

（GHQ）にどのように関連しているかも検討

することにした。 

 さらには長期にわたり描画によって追跡

された症例について診療録、看護記録とを対

応させて、描画特徴と患者の状態との関連も

検討した。 

 

３．研究の方法 

研究参加者は北関東に位置する単科の精

神病院に入院し、10 年以上経過した時点で検

査が可能であった 35 名であった。33 名は統

合失調症患者であった。２名は非統合失調症

患者で、それぞれアルコール関連障害とター

ナー症候群による精神障害と診断され入院

中の患者である。 

 症例検討の患者は 10 年以上の描画データ

があるものをあてた。 

 
４．研究成果 

統合失調症患者と非統合失調症患者で描

画特徴を比較してみると、当初は活動性、写

実性、整合性のいずれの得点も有意な差を示

さないが、10 年後になると、非統合失調症患

者の描画では、統合失調症患者に比べ活動性

が増加し、整合性が低下した。また統合失調

症の描画についてみると、活動性は 10 年後

に有意に低下したが、写実性、整合性は有意

な変化を示さなかった。これに対し非統合失

調症患者においては、10 年後において活動性

が増加し、整合性が低下している。 

描画特徴の 10 年経過において活動性が低

くなり、整合性が高くなるということは、静

穏化の傾向が捉えられたことを暗示する。 

描画特徴と記憶テストの結果との関連を

調べたところ、活動性は、身近な物品の即時

記憶が維持されることと関連し、写実性と整

合性は、逆唱や計算といった課題が示唆すよ

うに、注意の集中を要する課題における機能

の保持に関連していた。描画特徴と日本版

GHQ３０の下位カテゴリーの関係を調べた

ところ描画の活動性が高まることは不安の

高まりや気分変調の高さに関連した。さらに

写実性は身体症状の低さとも関連の傾向を

示し、その一方で睡眠障害の高まりと関連し

ていた。 

こうした結果が示唆することは、静穏化が

注意の集中の改善、即時記憶の維持、不安や

気分変調がないことに関連していることで

ある。 

個々の症例についてみると、10 年間の経過

の中で、複数の描画をおこなっているものが

ある。ある症例（A）は入院以来外泊を繰り

返すが、退院には至らないまま 16 年を病院

で生活した。その間 11 枚の描画が得られ、

それらは３つの時期に分けて考えることが

できた。第 1 期では樹木の全体が捉えられて

いる描画が得られていた。第 2 期になると、

実のみが描かれ、樹木の全体が描かれること

がなかった。人間の描画の場合には、人物が



大きく描かれた。第 3 期では、描画の全体的

構成はほとんど変化せず、類似したものとな

るが、描かれた要素の詳細さについてみると、

それは徐々に失われてゆく。こうした描画時

期に対応した A の状態についてみると、第 1

期では A は外泊を重ね、就職する希望を失っ

ていない。しかし第 2 期になるとオーディシ

ョンを受け歌手になる願望を実現しようと

固執するといった誇大的な考えに支配され

る。しかしオーディションを受ける事を主治

医に禁止されてから、第 3 期の描画が得られ

るようになり、徐々に外泊にも出なくなり、

記銘力も低下していった。 

症例 B は１７年間入院していた。入院当初、

興奮を暗示するように描画には用紙全体を

使用した空間の歪み表現が認められた（図 1）。

入院が長期化すると描画に断片化がみられ

るようになり（図 2）、改姓、社会的逸脱行動、

足の骨折、身体的変調に対応したように描画

に変化（図 5、6）が認められた。 

エラー! 編集中のフィールド コードからは、オ

ブジェクトを作成できません。 

 

症例のなかには、A、B のように、最初

は全体的な描画を描けていたものが、ある

ときから描画が断片化し、再び全体を描く

ようになるものがいる。こうした描画の質

の変化がおこったところでは、対応して状

態像も大きく変化していたのである。 

症例を検討してみると、描画に断片化がみ

られても、それは経過中に現れる特徴である

ことが理解され、改善指標としては、その断

片化が空間構成のあるものへ変化するもの

が考えられ、増悪指標としては、断片化がみ

られ一時的に改善し空間構成が認められて

も、その空間構成が貧困化するものと考えら

れた。 

 本研究計画で目的とした心理検査によっ

て症例の継時的経過を調べる、ということに

関しては、症例レベルでは可能になった。そ

して、描画特徴を数値化し、その得点の推移

を図化する、という試みは、増悪指標、改善

指標を探る手がかりが得られたと判断され

る。今後の展開に関しては、統合失調症のよ

り長期の経過を調べることと、外来ないしは

コミュニティで維持されている患者の長期

経過についても調べることができるならば、

統合失調症患者のより全体的な経過が明ら

かにされよう。 
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